


三条教区・三条別院宗祖親鸞聖人七百五十回御遠忌  「親鸞さんに あおう」                         

三条教区帰敬式実践運動スローガン ／ ― 帰敬式を受けましょう ― “いただきます” 法名を今    

②

チラシおもて チラシうら 

 釋氏昭彦氏（教授師/定衆） 

◆対 象 受講：有教師及び報恩講式及び嘆読文拝読

（自坊に限る）許可済み 

       聴講：登高座作法伝授証書授与済み 

◆参加費 受講：60,000 円 

 聴講：30,000 円 

◆定 員 15 人（あと 5 人の方お申し込み頂けます！） 

※本月 19 日締切ですが、定員に達するまで募集をします 

◆問合せ 三条教務所（担当：天兒） 

 教区坊守研修会                      案内同封 

◆主 催 三条教区坊守会 

◆日 時 2018 年 12 月 10 日（月）12：30～16:00 

◆場 所 三条別院 

◆講 師 田澤一明氏（第 19 組明誓寺） 

◆対 象 坊守・前坊守・准坊守・若坊守 

◆参加費 1,000 円（茶菓子代を含む） 

◆申込先 各組坊守会長へ 12 月 3 日（月）までに 

◆問合せ 三条教務所（担当：宇佐美） 

 秋安居事前学習会                 案内既送 

全４回開催し、秋安居テキストを全て輪読いたします 

◆日 時 ① 11/16（金） ② 11/22（木） 

 ③ 11/30（金） ④ 12/07（金） 

 ※いずれも１４:００から 

◆場 所 教区同朋会館 

◆対 象 どなたでも 

◆問合せ 三条教務所（担当：西山） 

 秋安居                        案内既送 

◆日 時 2018 年 12 月 11 日（火）・12 日（水） 

◆場 所 教区同朋会館 

◆講 師 木村 宣彰氏（2018 年度安居本講講師） 

◆参加費 500 円 

◆対 象 どなたでも 

◆受講証 第 2 種発行（教師陞補のために一枚必要） 

◆問合せ 三条教務所（担当：西山） 

 教区推進員教習                   案内同封 

◆講 師 渡邊 学氏（第 23 組明正寺） 

◆問合せ 三条教務所（担当：西山） 

☆前期教習☆ 

◆日 時 2018 年 12 月 15 日（土）～16 日（日） 

◆場 所 教区同朋会館 

◆対 象 真宗大谷派門徒 

☆後期教習☆ 

◆日 時 2019 年 2 月 23 日（土）～25 日（月） 

◆場 所 東本願寺同朋会館（京都） 

◆対 象 各組同朋の会推進講座および教区推進員教習

の、前期教習修了者 

 「差別と真宗」共学研修会               案内未送 

◆日 時 2019 年 3 月 12 日（火） 14：00 

◆会 場 教区同朋会館 

◆講 師 藤野 豊氏(敬和学園大学教授) 

◆テーマ ハンセン病問題の今後の課題～家族訴訟につ

いて～ 

◆参加費 500 円 

◆対 象 どなたでも 

◆申込み 不要 

◆問合せ 三条教務所（担当：髙田） 

 第 24 回全戦争犠牲者追弔法会       案内後送 

◆日 時 2019 年 3 月 20 日（水） 午後～ 

◆場 所 三条別院 

◆講 師 未定 

◆対 象 どなたでも 

◆問合せ 三条教務所（担当：髙田） 

 新任者研修会   大谷保育協会加盟園に後日案内 

◆日 時 2019 年 4 月 20 日（土）13：00～16：00 (予定) 

◆場 所 三条別院 

◆講 師 大瀧 定賢 氏 (第 12 組專正寺)  

 白鳥 道子 氏 (第 15 組本龍寺) 

◆問合せ 三条教務所（担当：髙田） 

 新任教師研修会                  案内後送 

◆日 時 2019 年 5 月 9 日（木）～10 日（金） 

◆会 場 教区同朋会館 

◆講 師 狐野秀存氏（大谷専修学院長） 

◆対 象 大谷派教師資格取得後 5 年以内の方、または

寺院に戻って 5 年以内の方、その他、受講を希

望される大谷派教師の方 

◆問合せ 三条教務所（担当：髙田）  

 

◎首都圏在住 新潟県出身ご門徒 お彼岸のつどい申

込書について 

各組所長巡回の際にクリアファイル入

りの説明書や案内チラシ（申込書）をお

渡ししましたが、首都圏の門徒様用の水

色の案内チラシ兼申込書について、「こ

のままご門徒にチラシを送ると返信先の

記載がなく、どこに申込みをしたらよいの

かわからない」とのご質問を受けました。 

 

ご門徒へご案内いただく際には、あ

らかじめ水色のチラシ裏面（左図←印

の位置）に御寺院・教会の連絡先をご

記入いただきますようお願いいたしま

す（空白部分を大きめに設けてありま

すのでゴム印を使用していただくことも

できます）。 

同時にお配りした「企画説明書」に

は、その旨説明しておりますが、所長巡回では十分にご説

明できず、ご心配をおかけし申し訳ありませんでした。 

教務所では、ご指摘いただいた点について改良したチラ

シをご用意いたしましたので、ご入用の際は担当：西山まで

ご連絡ください。 

◎2018 年度 年間書（法語カレンダー等）のお知らせ 

７月号同梱の注文書またはお電話で三条教務所へお申

込みください。下記の期間にご注文いただくと、送料はご購

入金額に関わらず無料となります。 

締切りを過ぎますとご希望の時期に配達できない場合が 

ありますので、お早めにご注文ください。 

 配達時期 申込・変更締切 

 12 月 10 日まで配達 10 月 30 日まで注文 

教 務 所 か ら の お 知 ら せ 



三条教区教化研修テーマ ／ 「共にといえる 人生を生きよう」                                    

 

③

◎法務お手伝いの募集について 

新潟市中心部の御寺院で法務手伝いのできる方を探し

ています。 ご希望の方は教務所（℡ 0256-33-2805 担当 

結城）までご連絡ください。 

◎入寺してくださる方の募集について 

新潟市北区（旧豊栄市）の御寺院で入寺してくださる方

を探しています。ご希望の方は教務所（℡ 0256-33-2805

担当 結城）までご連絡ください。 

◎渉成園「夜間参観（ライトアップ）」のお知らせ 

報恩講の期間に合わせ、渉成園において「夜間参観（ラ

イトアップ）」が下記のとおり行われます。 

期間 2018 年 11 月 15 日（木）～27 日（火） 

時間 各日 17 時～20 時 30 分（最終受付 20 時） 

寄付金  庭園維持寄付金として 500 円以上（高校生以下

は 250 円）をお願いしています。 

内容 （１）渉成園 庭園ライトアップ 

  8 月に実施したライトアップエリアから大幅に拡

大。印月池周辺に加え、「臨池亭・滴翠軒」周辺

や、「傍花閣」周辺等もライトアップします。 

 （２）「閬風亭」内でぜんざいの販売提供 

  別途チケット（500 円を予定）を購入いただいた

方へ「閬風亭」内に入っていただき、ぜんざいを

提供します。 

備考 日中は通常どおり 9 時～16 時（最終受付 15 時

30 分）にて公開。16 時～17 時は一時閉門。 

問合せ 参拝接待所 ℡ 075-371-9210 

◎教区行事予定表 2018 年 

10/22（月）～23（火） 組門徒会長研究集会（本山） 

10/24（水） 10:00 おみがき奉仕研修 

10/25（木） 14:00 教化ｾﾝﾀｰ第 12 期開講式 

10/27（土） 17:00 

 14:00 

仏青交流研修会第 4 回（三条ｽﾊﾟｲｽ研究所） 

真宗学院 

10/29（月） 15:00 声明講習会部門会議 

10/31（水） 16:00 化身土巻輪読会 

11/1（木） 14:00 教化ｾﾝﾀｰ 

11/2（金） 松葉幼稚園報恩講 

11/3（土）  

 

報恩講お待ち受けの集い「ごぼさま寄席」 

三条ﾏﾙｼｪ 

11/5（月）  

 11:00 

  

 14:00 

～8 日（木）三条別院お取り越し報恩講 

報恩講お待ち受け音楽法要兼境内地

総合整備事業完了奉告法要 

三条真宗学院生出仕 

11/6（火） 19:30 シアターサンジョーゴボー 

11/10（土） 14:00 真宗学院 

11/15（木） 14:00 教化ｾﾝﾀｰ 

11/16（金） 14:00 秋安居事前学習会① 

11/17（土） 14:00 真宗学院 

11/21（水） 14:00 企画委員会 

11/22（木） 14:00 

 

教化ｾﾝﾀｰ 

秋安居事前学習会② 

11/24（土） 14:00 

 17:00 

真宗学院 

仏青交流研修会第 5 回（三条ｽﾊﾟｲｽ研究所） 

行事日程（会場）重複防止の便宜上、教区・別院主催以外の行

事が一部含まれます。また、日程は変更される場合があります。  

 
髙田直来 

今月はちょっとおトクな情報を 1 つ▼皆さん「言(こと)の葉

(は)カード」なるものを御存じだろうか？法語や著名人の言葉

がおしゃれなデザインでまとめられていて、スマホより少し小

ぶりなこのカード、大谷派の首都圏教化推進本部が創意工夫

を凝らして開発した教化資料である▼「言の葉カード」はたくさ

んの情報が発信される現在の時代状況の中で、見落とされが

ちになっている大切な“言葉”を掘り起し、多くの方にお届けす

ることをコンセプトとしている。毎月4 種類ずつ新しい言葉が発

信されており、カードに連動した「言の葉 web サイト」も運営さ

れている。検索サイトで是非「言の葉 大谷派」とチェックして

みていただきたいが、この web サイトもとても素敵な仕上りとな

っている。仏教には誰かにとって拠り所となる大切な言葉がた

くさんある。ネットを使わない世代だけでなく、今まで仏教にふ

れたことのない若い世代にも、その仏教の魅力をお届けする

ためにカードと web の二刀流となっている。工夫次第でいろい

ろな活用ができそうな素晴らしい教化資料なのでここにご紹介

させていただく▼さて何がおトクなのかというと、このカードは

申し込めば誰でも無料でいただけるということである。しかも送

料まで無料、さらに今ならカードを設置する専用の台まで無料

でいただける。小ぶりなの

で毎月のお参りの時など

に、是非読んでみてほし

いと気軽にご門徒さんに

お渡しすることができるの

ではないだろうか。この

「手渡す」という関係づくり

が非常に大切であり、この

カードはその一助となるツ

ールなのである。ご興味

関心をお持ちの方は是非とも後記の問い合わせ先にご連絡

いただきたい▼「優れた芸術家は真似る。偉大な芸術家は盗

む」とはピカソが発し、スティーブ・ジョブズが好んだ言葉だが、

無から有を生み出すのには莫大なパワーが必要だ。縮小社

会と言われる今の時代、新しく何かを生み出すこと以上に、既

存の良きものを如何に共有し活用していくかという姿勢が求め

られているのではないか。そういった意味で宗門として特に力

を注いでいる首都圏教化推進本部が生み出してくれた「言の

葉カード」を三条教区内でも共有し、活用していくことは重要

なことのように思える▼「言の葉カード」のお問い合わせは真

宗大谷派東京宗務出張所(担当：中臣(なかとみ)さん/℡ 

03-5393-0810)まで▼最後にこのカードを私にご紹介いただ

いた駐在の先輩 I さんへ御礼申し上げます。  

  
新潟親鸞学会事務局  担当 富沢慶栄 超願寺内 
〒951-8061 新潟市中央区西堀通二番町 783 
Tel 025-222-2820 Fax 025-222-2830 Mail ｃｈｏｇａｎｊｉ＠ｎｉｆｔｙ.ｃｏｍ 

駐 在 教 導 の つ ぶ や き 

新潟親鸞学会からのお知らせ 
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常
勤
職

員
と
し
て
働
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
、
林
光
耀
と
申
し
ま

す
。 

出
身
は
西
蒲
原
郡
弥
彦
村
で
、
第
十
六

組
林
通
寺
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
以
前
ま
で
は

旅
行
業
社
で
働
き
な
が
ら
自
坊
の
仕
事
を
手
伝
っ
て
い

ま
し
た
が
、
私
は
ま
だ
ま
だ
法
や
作
法
に
つ
い
て
の
勉
強

が
足
り
ず
、
何
が
わ
か
ら
な
い
か
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
状

態
で
し
た
。
そ
ん
な
時
に
三
条
別
院
が
列
座
の
非
常
勤
職

員
の
募
集
が
あ
る
こ
と
を
耳
に
し
ま
し
た
。
職
務
の
中
で

知
識
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
環
境
で
あ
る
事
を
考
え
、
こ

れ
は
自
分
に
と
っ
て
の
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
、
三
条
別
院

へ
志
願
し
ま
し
た
。 

至
ら
ぬ
点
や
行
き
届
か
な
い
点
が
多
々
あ
る
か
と
は
思

い
ま
す
が
、
一
生
懸
命
皆
様
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

（
林
） 

宗

祖

御

命

日

の

つ

ど

い 

随

時

募

集

中 

定

例

法

話

会 

そ

の

他

の

講

座

案

内 



   

今
年
の
三
条
別
院
の
秋
彼
岸
会
は
、
①
恒
例
の
朝
の

人
生
講
座
と
中
央
商
店
街
の
コ
ロ
ネ
ッ
ト
と
の
コ
ラ
ボ

パ
ン
、
②
昨
年
か
ら
は
じ
ま
っ
た
御
虫
干
し
展
、
③
新

小
路
の
割
烹
き
く
や
の
精
進
弁
当
、
④
東
京
教
区
か
ら

の
法
話
講
師
等
、
充
実
し
た
内
容
の
三
日
間
（
九
月
二

十
四
日
～
二
十
六
日
）
で
し
た
。
朝
の
人
生
講
座
の
テ

ー
マ
は
「
煩
悩
」、
む
さ
ぼ
り
、
い
か
り
、
お
ろ
か
さ
に

つ
い
て
、
三
人
の
講
師
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

人
生
講
座
の
初
日
、永
寶
幸
江
氏（
第
十
組
浄
敬
寺
）

は
「
現
在
、
坊
守
会
長
を
し
て
い
て
、
み
な
さ
ん
に
お

聞
き
す
る
と
、
坊
守
さ
ん
は
み
ん
な
ほ
と
ん
ど
住
職
に

〈
だ
ま
さ
れ
て
（
笑
）〉
結
婚
し
て
、
あ
と
か
ら
お
寺
が

ど
う
い
う
場
所
か
を
知
っ
た
と
言
っ
て
い
る
」
と
在
家

か
ら
嫁
い
だ
自
身
の
経
験
を
語
ら
れ
、
嫁
ぎ
先
の
家
族

と
、
子
ど
も
や
孫
等
生
ま
れ
て
き
た
家
族
と
の
関
係
の

中
で
の
、
煩
悩
の
お
話
を
中
心
に
さ
れ
ま
し
た
。 

佐
藤
将
太
氏
（
第
二
十
組
金
寳
寺
）
は
尺
八
を
お
寺

の
住
職
に
習
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
僧
侶
の
道
に
進
む

こ
と
を
勧
め
ら
れ
た
自
身
の
紹
介
と
、
い
か
り
は
「
相

手
が
い
る
こ
と
」
が
特
徴
で
、
聖
徳
太
子
の
『
十
七
条

憲
法
』
の
「
忿
（
こ
こ
ろ
の
い
か
り
）
を
絶
ち
瞋
（
お

も
え
り
の
い
か
り
）
を
棄
て
て
、
人
の
違
う
こ
と
を
怒

ら
ざ
れ
。
人
皆
心
有
り
。
心
お
の
お
の
執
れ
る
こ
と
有

り
（
中
略
）
我
必
ず
聖
に
非
ず
。
彼
必
ず
愚
か
に
非
ず
。

共
に
是
れ
凡
夫
（
た
だ
ひ
と
）
な
ら
く
の
み
」
と
い
う

言
葉
を
ひ
か
れ
、
僧
侶
に
な
り
聖
典
を
開
く
よ
う
に
な

り
、頷
か
さ
れ
る
こ
と
が
多
々
あ
る
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

会
社
員
か
ら
お
寺
に
婿
に
入
っ
た
と
い
う
照
光
雅
能
氏

（
第
二
十
組
照
大
寺
）
は
、「
体
験
す
る
こ
と
、
本
を
読

む
こ
と
、
人
と
会
う
こ
と
」
が
自
分
の
お
ろ
か
さ
を
知

ら
せ
て
く
れ
る
の
だ
と
語
り
、
自
身
が
ア
メ
リ
カ
の
メ

キ
シ
コ
と
の
国
境
の
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
で
、
日
本
語
を
恋

し
が
り
な
が
ら
数
ヶ
月
生
活
し
て
い
た
頃
の
話
を
語
ら

れ
ま
し
た
。 

伊
藤
大
信
氏
（
東
京
教
区
横
浜
組
西
教
寺
）
は
、
横

浜
市
は
三
七
四
万
人
の
人
口
で
真
宗
大
谷
派
の
寺
院
は

わ
ず
か
に
二
十
二
ヵ
寺
、
神
奈
川
県
で
は
六
十
三
ヵ
寺

で
、
新
潟
県
に
比
べ
て
圧
倒
的
に
寺
院
の
少
な
い
首
都

圏
開
教
の
話
を
し
な
が
ら
も
、
関
東
で
も
実
感
と
し
て

は
「
講
義
よ
り
も
法
話
が
好
ま
れ
る
」
等
、
地
域
や
境

遇
に
関
わ
ら
ず
、
人
間
の
奥
底
に
あ
る
悩
み
や
苦
し
み

（
今
の
事
実
を
受
け
止
め
ら
れ
な
い
こ
と
）
は
変
わ
ら

な
い
の
で
は
な
い
か
と
語
ら
れ
ま
し
た
。
一
方
、
桑
田

正
寛
氏
（
第
十
組
西
方
寺
）
は
柏
崎
の
町
づ
く
り
に
関

す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
勤
め
て
い
る
経
験
か
ら
、「
人
口
が

多
か
っ
た
の
は
歴
史
上
わ
ず
か
な
期
間
で
、
人
を
増
や

そ
う
と
い
う
努
力
は
道
理
に
あ
わ
な
い
の
で
は
」
と
語

り
、
人
脈
等
を
す
で
に
も
っ
て
い
る
寺
院
の
僧
侶
と
し

て
、
町
づ
く
り
に
関
わ
る
意
味
も
話
さ
れ
ま
し
た
。 

秋
彼
岸
を
終
え
て
、
報
恩
講
の
準
備
が
は
じ
ま
り
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
テ
ー
マ
の
「
煩
悩
」
の
よ
う
に
、
必

要
以
上
に
求
め
て
し
ま
い
、
不
都
合
な
も
の
に
怒
り
、

そ
れ
が
真
実
で
あ
る
と
こ
だ
わ
り
続
け
る
私
た
ち
自
身

の
生
活
は
、
行
き
詰
っ
て
も
そ
れ
を
行
き
詰
っ
て
い
る

と
認
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
他
者
の
せ
い
に
し
て
責
め

て
い
た
り
す
る
こ
と
を
、
人
か
ら
指
摘
さ
れ
て
怒
っ
た

り
、
忘
れ
る
た
め
に
食
べ
た
り
飲
ん
だ
り
、
そ
れ
が
人

間
だ
と
開
き
直
っ
た
り
、
煩
悩
と
は
奥
が
深
い
も
の
だ

と
あ
ら
た
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。（
斎
木
） 

     

   

                    

秋

彼

岸

会

報

告 

永寶氏（右上）、佐藤氏（右下）、照光氏（中央上）、伊藤氏（左上）、 

桑田氏（左下）、きくやの秋野菜の精進弁当（中央下）。 
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私
に
と
っ
て
別
院
は
学
び
、
出
会
い
の
場
。 

と
い
う
の
も
私
は
現
在
、
別
院
で
お
こ
な
わ
れ
て
い

る
三
条
真
宗
学
院
に
通
っ
て
い
ま
す
。
今
年
で
学
院
生

活
最
後
と
な
る
三
年
目
。
お
寺
を
預
か
る
身
に
な
る
た

め
の
研
鑽
に
励
ん
で
い
ま
す
。 

真
宗
学
院
が
一
般
的
な
学
校
と
明
ら
か
に
違
う
な
と

感
じ
る
事
が
、
教
え
を
知
識
と
し
て
溜
め
込
む
学
び
で

は
な
く
、
い
た
だ
い
た
教
え
を
一
つ
の
問
い
と
し
て
自

分
自
身
が
ど
う
考
え
る
か
、
感
じ
る
か
と
い
う
も
の
で

す
。 一

般
的
な
学
校
で
の
学
び
が
嫌
い
だ
っ
た
私
は
、
こ

の
真
宗
学
院
に
入
学
す
る
直
前
ま
で
と
て
も
億
劫
な
気

持
ち
で
し
た
が
、
日
を
重
ね
る
う
ち
に
学
院
で
の
学
び

が
と
て
も
楽
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。 

た
だ
、
ど
こ
か
晴
れ
る
事
の
な
い
悶
々
と
し
た
気
持

ち
に
な
る
学
び
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
教
え
か
ら

問
い
が
う
ま
れ
、
そ
の
問
い
に
対
し
て
の
答
え
に
向
か

い
歩
み
始
め
て
も
、
い
つ
の
間
に
か
そ
の
答
え
が
ま
た

違
う
問
い
に
う
ま
れ
変
わ
る
こ
と
が
度
々
で
す
。 

悶
々
ル
ー
プ
の
な
か
、
学
院
生
同
士
の
座
談
や
攻
究

に
よ
っ
て
悶
々
と
し
た
気
持
ち
に
光
が
射
す
事
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
場
で
は
他
者
を
否
定
す
る
事
な
く
、
学
院

生
そ
れ
ぞ
れ
が
教
え
か
ら
感
じ
た
事
を
話
し
合
い
ま
す
。

そ
れ
に
よ
っ
て
私
自
身
の
凝
り
固
ま
っ
た
思
い
が
破
ら

れ
て
い
き
ま
す
。 

人
前
で
自
分
の
思
い
を
話
す
事
は
容
易
な
事
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
解
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
他
者
の

思
い
を
聞
く
こ
と
の
有
り
難
さ
、
う
れ
し
さ
を
感
じ
て

い
ま
す
。 

私
の
父
は
法
要
に
お
い
て
、
道
綽
禅
師
の
言
葉
を
引

用
し
た
表
白
を
読
み
上
げ
ま
す
。
そ
の
言
葉
は
、「
前
に

生
ま
れ
ん
者
は
後
を
導
き
、
後
に
生
ま
れ
ん
者
は
前
を

訪
え
」。 

こ
の
「
生
ま
れ
る
」
と
い
う
事
は
こ
の
世
に
生
ま
れ

る
、
ま
た
は
浄
土
に
生
ま
れ
る
事
で
し
ょ
う
。
私
は
こ

の
言
葉
を
聞
く
と
、「
生
ま
れ
る
」
と
は
「
教
え
に
出
会

う
」
事
で
も
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

聖
人
も
様
々
な
人
と
の
出
会
い
か
ら
自
身
を
見
出
し

て
い
か
れ
た
事
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
仏
縁
、
も
っ

と
言
え
ば
、
教
え
の
縁
か
ら
の
人
と
の
出
会
い
。
そ
の

人
と
の
つ
な
が
り
の
中
か
ら
、「
無
明
の
闇
を
破
す
る
恵

日
」
と
な
る
日
が
必
ず
訪
れ
る
場
所
。
そ
れ
が
私
に
と

っ
て
、
頼
り
に
な
る
教
務
所
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
、
ユ
ニ

ー
ク
す
ぎ
る
列
座
さ
ん
の
い
る
別
院
で
す
。 

  

手
島 

創 

氏
（
第
二
十
二
組
順
了
寺
） 

   

▲
三
年
間
、
毎
週
土
曜
日
、
真
宗
学
院
生
は
三
条
別
院
（
教
区

同
朋
会
館
）
に
て
講
義
を
受
け
て
い
ま
す
。
就
職
し
て
い
る
た

め
に
な
か
な
か
教
師
資
格
の
取
得
が
難
し
い
と
い
う
方
な
ど
の

た
め
に
開
設
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
手
島
氏
も
新
潟
市
で
カ
フ

ェ
＆
ブ
ラ
ッ
ス
リ
ー 

オ
ワ
ゾ
（
写
真
）
を
経
営
さ
れ
て
い
ま
す
。 

                      

○
次
回
の
「
三
条
別
院
に
想
う
」
は
、 

安
田 

裕
孝 

氏
（
三
条
別
院
書
道
教
室
「
東
友
会
」）
よ
り 

ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
す
。 

三
条
別
院
の
ご
案
内 

三
条
別
院
に
想
う 

 


